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Nexusの概要 

Nexusガイドの目的 

Nexusは、大規模なプロダクトやソフトウェアのデリバリーを発展および維持するためのフ

レームワークである。その構成要素としてスクラムを使用している。本ガイドでは、Nexus

の定義を説明する。Nexusの定義には、Nexusの役割・イベント・作成物と、それらをまとめ

るルールが含まれる。Nexusは、 Ken Schwaber と Scrum.org 

が開発したものである。Nexusガイドはその開発者たちが執筆・提供する。 

Nexusの目的 

Nexus（名詞）：人々やモノの関係性やつながり 

Nexusは、役割・イベント・作成物と、約3～9のスクラムチームの作業を組み合わせてまと

めるルールで構成されたフレームワークである。複数のスクラムチームは、ゴールを達成す

る統合インクリメントを構築するために、1つのプロダクトバックログに取り組んでいる。 

Nexusの背景 

ソフトウェアのデリバリーは複雑であり、開発作業を統合して動作するソフトウェアを生み

出すには、多くの作成物やアクティビティが必要になる。「完成」された成果を生み出すに

は、これらをうまく調整しなければいけない。作業をうまく整理して、並び替え、依存関係

を解消して、成果の準備を整えなければいけない。 

多くの開発者たちは、スクラムフレームワークを使用して、チームで協力しながら動作する

ソフトウェアのインクリメントを開発・デリバリーしている。だが、複数のスクラムチーム

が1つのプロダクトバックログや1つのコードベースで作業していると、しばしば困難が生

じてしまう。たとえば、お互いに影響を及ぼすような作業をするときに、開発者たちが同じ

場所にいない場合、どのようにしてコミュニケーションをとればいいのだろうか？開発者が

異なるチームに所属している場合、どのように作業を統合して、どのように統合インクリメ

ントをテストすればいいのだろうか？2つのスクラムチームの作業を1つのインクリメント

に統合したときに、こうした課題が発生する。スクラムチームが3つ以上になると、さらに

事態は複雑になる。 

複数のチームが協力して、少なくともスプリントごとに完全で「完成」したインクリメント

を作成しようとすると、それぞれの作業に多くの依存関係が生まれる。こうした依存関係は

、以下に挙げたものと関係している。 
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1. 要求：要求のスコープが重なる可能性がある。あるいは、実装方法が影響しあうこと

もある。プロダクトバックログの並び替えやプロダクトバックログアイテムを選択す

るときに、このようなことを考慮する必要がある。 

2. ドメイン知識：チームにいる人たちは、さまざまなビジネスやコンピュータシステム

の知識を持っている。作業に必要な知識が持てるように、こうした知識をすべてのス

クラムチームに適切に行き渡らせ、スプリント中にチーム間で割り込みが発生しない

ようにする。 

3. ソフトウェアやテストの作成物：要求はソフトウェアで具現化されている／されるこ

とになる。 

要求、チームメンバーの知識、ソフトウェアの作成物を、同じスクラムチームに対応付けれ

ば、ある程度はチーム間の依存関係を軽減できる。 

スクラムを使っているソフトウェアのデリバリーが大規模になった場合、要求、ドメイン知

識、ソフトウェアコードの作成物の依存関係は、開発チームの組織化を推進するものでなけ

ればいけない。それが可能ならば、生産性は最適化されるだろう。 

Nexusフレームワーク 

Nexusは、複数のスクラムチームが協力して統合インクリメントを作るためのプロセスフレ

ームワークである。Nexusは、スクラムやその構成要素とうまく調和しており、すでにスク

ラムを経験した人たちには馴染みのあるものとなるだろう。スクラムとNexusの違いは、ス

クラムチーム間の依存関係や相互作用に注意を払っており、少なくとも1つの「完成」した

統合インクリメントをスプリントごとにデリバリーするところにある。 

大規模スクラムのためのNexus™フレームワーク 
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図に示したように、Nexusは以下の要素で構成されている。 

• 役割：新しい役割であるNexus統合チームは、最高の成果が生み出されるように、Nexu

sの適用とスクラムの運用の調整・コーチ・監督を担当する。Nexus統合チームは、プ

ロダクトオーナー、スクラムマスター、Nexus統合チームメンバーで構成されている。 

• 作成物：すべてのスクラムチームが、共通した1つのプロダクトバックログを使用する

。プロダクトバックログアイテムがリファインメントされ、準備完了の状態になれば

、スプリントのなかでどのチームが担当するのかが、共有されるようになる。新しい

作成物であるNexusスプリントバックログは、スプリントにおける透明性の確保を支援

する。すべてのスクラムチームは、それぞれのスプリントバックログを保持している

。 

• イベント：通常のスクラムイベントを強化するために、新しいイベントを追加・補助

・（スプリントレビューでは）置換する。手を加えたことにより、Nexus全体と各スク

ラムチームの両方の取り組みに役立つ。 

Nexusのプロセスの流れ 

Nexusは複数のクロスファンクショナルなスクラムチームで構成されている。スクラムチー

ムは協力して、少なくともスプリントの終了までにリリース判断可能な統合インクリメント

をデリバリーする。依存関係があるため、チームが最も適切なメンバーを自己組織化的に選

択してから、特定の作業を行うこともある。 

• プロダクトバックログのリファインメント：プロダクトバックログは、依存関係を特

定して、それらを排除あるいは最小化できるように、うまく分割する必要がある。プ

ロダクトバックログアイテムは、リファインメントによって薄くスライスされた機能

となる。それらを担当するチームは、できるだけ早く決定すべきである。 

• Nexusスプリントプランニング：それぞれのスクラムチームの適切な代表者が集まり、

リファインメントしたプロダクトバックログの議論やレビューをする。代表者は自分

たちのチームのプロダクトバックログアイテムを選択する。それから、それぞれのス

クラムチームで必要に応じて他のチームと情報交換しながら、自分たちのスプリント

の計画を立てる。成果物となるのは、包括的なNexusスプリントゴールにあわせた複数

のスプリントゴール、それぞれのスクラムチームのスプリントバックログ、1つのNexu

sスプリントバックログである。Nexusスプリントバックログによって、すべてのスク

ラムチームが選択したプロダクトバックログアイテムとそれらの依存関係が明らかに

なる。 

• 開発作業：統合の完了をテストできるように、すべてのチームが共通の環境に頻繁に

統合する。 

• Nexusデイリースクラム：それぞれの開発チームの適切な代表者が毎日集まり、統合の

問題が発生していないかを確認する。問題があれば、スクラムチームのデイリースク



2018 Scrum.org. Offered for license under the Offered for license under the Attribution Share Alike license of Creative 

Commons, accessible at http://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0/legalcode and also described in summary form at 

http://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0/. By utilizing this Nexus Guide, you acknowledge and agree that you have 

read and agree to be bound by the terms of the Attribution Share-Alike license of Creative Commons. 

Page 5 

ラムにその情報が伝えられる。スクラムチームはデイリースクラムにおいて、Nexusデ

イリースクラムで発生した統合の問題を解決できるように、その日の計画を立てる。 

• Nexusスプリントレビュー：Nexusスプリントレビューはスプリントの終了時に開催さ

れ、Nexusがスプリントで構築した統合インクリメントのフィードバックを提供するも

のである。すべてのスクラムチームがステークホルダーと一緒に集まり、統合インク

リメントをレビューしてもらう。このときにプロダクトバックログの調整が行われる

こともある。 

• Nexusスプリントレトロスペクティブ：それぞれのスクラムチームの適切な代表者が集

まり、共通の課題を特定する。その後、スクラムチームが個別のスプリントレトロス

ペクティブを開催する。チームの適切な代表者が再び集まり、共通の課題の必要なア

クションについて議論することで、ボトムアップの情報を提供する。  

Nexus 

Nexusの役割・イベント・作成物は、スクラムガイド（www.scrumguides.org）に書かれてい

るスクラムの役割・イベント・作成物の目的や意図を継承している。 

Nexusの役割 

Nexusは、Nexus統合チームと約3～9のスクラムチームで構成される。 

Nexus統合チーム 

Nexus統合チームには、（Nexusの共同作業による）統合インクリメントを「完成」させる最

終的な責任がある。統合インクリメントは少なくともスプリントごとに作成されなければい

けない。スクラムチームには、リリース判断可能な「完成」したソフトウェアのインクリメ

ントを開発する実行責任がある。スクラムチームのメンバーの役割は、スクラムガイドで規

定されている。 

Nexus統合チームは、以下の構成である。 

• プロダクトオーナー 

• スクラムマスター 

• 1人以上のNexus統合チームメンバー 

Nexus統合チームのメンバーは、Nexusに含まれるスクラムチームのメンバーでもある。ただ

し、その場合もNexus統合チームの作業を優先しなければいけない。Nexus統合チームのメン

バーであることは、スクラムチームのメンバーであることよりも優先される。これにより、

多くのチームに影響する問題を解決する作業が優先されるようになる。 
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Nexus統合チームの構成は、Nexusのニーズに応じて、時間とともに変化する可能性がある。

Nexus統合チームの共通のアクティビティには、依存関係やチーム間の問題に対する認識を

高めることや、コーチング、コンサルティングが含まれる。また、プロダクトバックログの

作業を行うこともある。 

スクラムチームは、Nexusに含まれる統合の問題に取り組んでいる。Nexus統合チームは、N

exusの統合のフォーカルポイントを提供する。統合には、チーム間の技術的／非技術的な制

約を解消することも含まれる。こうした制約は、統合インクリメントを絶えずデリバリーす

るというNexusの能力を妨害する可能性がある。Nexus統合チームは、制約を解消するために

Nexusにあるボトムアップの情報を使うべきである。 

Nexus統合チームのプロダクトオーナー 

Nexusは、1つのプロダクトバックログで作業する。スクラムフレームワークで説明している

ように、1つのプロダクトバックログには、その内容の最終決定権を持つ1人のプロダクト

オーナーが割り当てられる。プロダクトオーナーには、Nexusの複数のスクラムチームによ

って統合されたプロダクトや作業の価値を最大化する実行責任がある。プロダクトオーナー

は、Nexus統合チームのメンバーである。 

プロダクトオーナーは、Nexusで作成する統合インクリメントの価値を最大化するために、

プロダクトバックログの管理に最終的な責任を持つ。そのやり方は、組織・Nexus・スクラ

ムチーム・個人によって大きく異なる。 

Nexus統合チームのスクラムマスター 

Nexus統合チームのスクラムマスターは、Nexusフレームワークが理解され、実施されること

に対する実行責任を持つ。Nexus統合チームのスクラムマスターは、同じNexusに含まれる1

つ以上のスクラムチームのスクラムマスターになることもある。 

Nexus統合チームのメンバー 

Nexus統合チームは、ツール、プラクティス、一般的なシステムエンジニアリングの利用に

精通したプロフェッショナルたちで構成される。Nexus統合チームのメンバーは、依存関係

を検出するために、これらのプラクティスやツールがNexusのすべてのスクラムチームで確

実に理解・実施されるようにする。また、「完成」の定義に向けてすべての作成物を頻繁に

統合する。Nexus統合チームのメンバーには、Nexusのスクラムチームがこれらのプラクティ

スやツールを獲得・実施・学習できるように、コーチングや指導を行う実行責任がある。 

また、Nexus統合チームは、品質の高い統合インクリメントを開発するために、組織で求め

られる開発・インフラ・アーキテクチャ標準について、スクラムチームをコーチする。 

主要な実行責任が満たされたなら、Nexus統合チームのメンバーは、1つ以上のスクラムチー

ムの開発チームメンバーとして作業することができる。  
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Nexusのイベント 

Nexusのイベントの期間は、スクラムガイドの対応するイベントの長さによって決まる。Ne

xusのイベントは、対応するスクラムイベントに追加されたタイムボックスである。 

リファインメント 

大規模なプロダクトバックログのリファインメントには2つの目的がある。どのチームがど

のプロダクトバックログアイテムを提供するかをスクラムチーム全体が予測することで、チ

ーム間の依存関係を特定するのに役立つ。この透過性により、チームは依存関係を監視しな

がら、最小限に抑えることができる。 

Nexusによるプロダクトバックログアイテムの細分化は、過度な衝突を起こすことなく単一

のスクラムチームが作業できるように、プロダクトバックログアイテムが十分に独立するま

で継続する。 

リファインメントの回数・頻度・時間・出席者は、プロダクトバックログの本質的な依存関

係によって決まる。プロダクトバックログアイテムは、非常に大きく曖昧な要求から、スク

ラムチームが1つのスプリントでデリバリーできる実行可能な作業まで、さまざまなレベル

の分解を経由する。 

リファインメントは必要に応じて、スプリントの期間中も継続する。Nexusスプリントプラ

ンニングでプロダクトバックログアイテムを選択できるように、各スクラムチームがプロダ

クトバックログのリファインメントを継続する。 

Nexusスプリントプランニング 

Nexusスプリントプランニングの目的は、Nexusのスクラムチームが1つのスプリントで行う

すべての活動を調整することである。プロダクトオーナーは、ドメイン知識を提供し、選択

や優先順位の付け方を指導する。Nexusスプリントプランニングの前に、プロダクトバック

ログを適切にリファインメントして、依存関係を特定して、削除または最小化しておく必要

がある。 

Nexusスプリントプランニングでは、リファインメントのイベントで作られた作業の順番を

それぞれのスクラムチームの適切な代表者が確認・調整する。コミュニケーションの問題を

最小化するために、スクラムチームのすべてのメンバーが参加すべきである。 

Nexusスプリントプランニングでは、プロダクトオーナーがNexusスプリントゴールについて

説明する。Nexusスプリントゴールは、そのスプリントでスクラムチームが達成する目的を

説明したものである。Nexusのすべての作業が理解できたら、スクラムチームはそれぞれの

スプリントプランニングを実施する。Nexusでは、新しく発見した依存関係を他のスクラム

チームと共有できる。Nexusスプリントプランニングは、それぞれのスクラムチームがスプ

リントプランニングを終了したときに完了する。 
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Nexusスプリントプランニングでは、新しい依存関係が明らかになることがある。それらは

透明化して、最小化すべきである。また、複数のチームをまたがる作業の順番を調整するこ

ともある。プロダクトバックログを適切にリファインメントしておけば、Nexusスプリント

プランニングで新しく依存関係が見つかることは少ないだろう。スプリントで選択されたす

べてのプロダクトバックログアイテムとそれらの依存関係は、Nexusスプリントバックログ

で透明化するべきである。 

Nexusスプリントゴール 

Nexusスプリントゴールは、そのスプリントの目的である。Nexusに含まれるスクラムチーム

のすべての作業とスプリントゴールの総和である。Nexusスプリントレビューでは、Nexusス

プリントゴールを達成するために開発が「Done」になった機能のデモを行う。そこでステ

ークホルダーからフィードバックを受け取る。 

Nexusデイリースクラム 

Nexusデイリースクラムは、それぞれの開発チームの適切な代表者が集まり、統合インクリ

メントの現在の状態を検査し、統合の問題を特定し、チーム同士の依存関係や影響を新たに

発見するためのイベントである。 

Nexusデイリースクラムでは、参加者は統合インクリメントの衝突に焦点をしぼり、以下の

ことを議論すべきである。 

• 昨日の作業はうまく統合されたか？うまく統合されていなければ、それはなぜか？ 

• 新たに特定された依存関係や影響は何か？ 

• Nexusのチーム間で共有が必要な情報は何か？ 

開発チームはNexusデイリースクラムを使い、Nexusスプリントゴールに対する進捗を検査す

る。Nexusデイリースクラムでは、Nexusに含まれるスクラムチームの作業の現時点での理解

をNexusスプリントバックログに反映する必要がある。 

スクラムチームは、Nexusデイリースクラムで特定された課題や作業を引き取り、それぞれ

のデイリースクラムで計画する。 

Nexusスプリントレビュー 

Nexusスプリントレビューは、スプリントの最後に開かれ、そのスプリントでNexusが構築し

た統合インクリメントに対するフィードバックを提供し、必要であればプロダクトバックロ

グを適応するものである。 

Nexusスプリントレビューは、スクラムチームのスプリントレビューを置き換えるものであ

る。なぜなら、ステークホルダーから統合インクリメント全体に対するフィードバックを得

ることが重要になるからだ。完了した作業のすべてを詳細に見せることは不可能かもしれな
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い。ステークホルダーからのフィードバックを最大化するには、それなりのテクニックが必

要である。Nexusスプリントレビューの結果は、修正されたプロダクトバックログになる。 

Nexusスプリントレトロスペクティブ 

Nexusスプリントレトロスペクティブは、Nexusが検査と適応に焦点をしぼり、継続的改善の

ために今後のスプリントの改善策を練るための公式な機会である。Nexusスプリントレトロ

スペクティブは、Nexusスプリントレビューの後、次のNexusスプリントプランニングの前に

開催する。 

Nexusスプリントレトロスペクティブは、以下の3つのパートで構成される。 

1. 最初のパートは、Nexusの適切な代表者たちが集まり、1つ以上のチームに影響がある

問題を特定する機会である。この目的は、共通の問題をすべてのスクラムチームに明

らかにすることである。 

2. 2番目のパートは、スクラムチームが開催するそれぞれのスプリントレトロスペクティ

ブである。これはスクラムフレームワークで説明されているものである。議論のイン

プットとして、Nexusスプリントレトロスペクティブの最初のパートで挙がった問題を

利用できる。スクラムチームのスプリントレトロスペクティブでは、これらの問題に

取り組むアクションを生み出すべきである。 

3. 最後の3番目のパートは、スクラムチームの適切な代表者が再び集まり、特定されたア

クションをどのように透明化して、追跡するかに合意する機会である。これにより、N

exus全体が適応できるようになる。 

スケールには機能不全が伴うため、すべてのレトロスペクティブでは以下の議題を扱うべき

である。 

• 完成していないものはあるか？Nexusは技術負債を作り出していないか？ 

• 作成物（特にコード）は、頻繁に（できれば毎日）統合されているか？ 

• 未解決の依存関係が蓄積されない程度に、ソフトウェアは頻繁にビルド・テスト・デ

プロイされているか？ 

上記の問いに対して、必要ならば以下のことを議論する。 

• なぜこのようなことが起きたのか？ 

• どのように技術負債を解消するのか？ 

• どのように再発防止するのか？  
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Nexusの作成物 

作成物は、透明性や検査と適応に必要な機会を提供する作業および価値を示したものである

。透明性および検査と適応については、スクラムガイドに記述されている。 

プロダクトバックログ 

Nexusとそこに含まれるすべてのスクラムチームに対して、プロダクトバックログはただ1つ

だけ存在する。プロダクトオーナーには、プロダクトバックログの内容・可用性・順番の最

終的な責任がある。 

大規模の場合、依存関係を検出して最小化できるレベルまで、プロダクトバックログを理解

しなければいけない。そのために、プロダクトバックログアイテムを「薄くスライスされた

（thinly 

sliced）」機能と呼ばれる粒度まで分解することが多い。スクラムチームによって選択可能

になったときに、プロダクトバックログアイテムはNexusスプリントプランニングに向けて

「準備完了（Ready）」になったと見なされる。このとき、他のスクラムチームに対する依

存関係は排除または最小化され、そのスクラムチームだけでプロダクトバックログアイテム

を完成できなければいけない。 

Nexusスプリントバックログ 

Nexusスプリントバックログは、それぞれのスクラムチームのスプリントバックログにある

プロダクトバックログアイテムをまとめたものである。これは、スプリントにおける依存関

係や作業の流れを強調するために使用する。Nexusスプリントバックログは、少なくとも毎

日（多くの場合、Nexusデイリースクラムで）更新する。 

統合インクリメント 

統合インクリメントとは、Nexusにおいて完了した「統合された作業」すべての現在の総和

である。統合インクリメントは、利用可能でリリース判断可能なものでなければいけない。

つまり、「完成」の定義を満たしていなければいけない。統合インクリメントは、Nexusス

プリントレビューで検査する。  

作成物の透明性 

構成要素であるスクラムと同様に、Nexusも透明性にもとづいている。Nexus統合チームは、

Nexusのスクラムチームや組織と一緒に、すべての作成物において透明性が確保され、統合

インクリメントの統合状態が幅広く理解されるように作業する。 

Nexusの作成物の状態にもとづいた意思決定は、作成物の透明性のレベルによってその効果

が決まる。不完全あるいは部分的な情報では、意思決定も不正確で間違ったものになる。こ

うした意思決定の影響は、Nexusの規模に応じて大きくなっていく。技術的負債がNexusにと

って許容できなくなる前に依存関係を発見して解消できるように、ソフトウェアを構築しな
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ければいけない。透明性が確保されていなければ、リスクが最小化され、価値が最大化され

るように、Nexusを効果的に導くことは不可能である。 

「完成」の定義 

Nexus統合チームは、「完成」の定義に実行責任を持つ。「完成」の定義は、スプリントで

開発される統合インクリメントに適用されるものである。Nexusのすべてのスクラムチーム

は、「完成」の定義を忠実に守らなければいけない。インクリメントは、統合されており、

利用可能であり、プロダクトオーナーによってリリース判断可能となったときに「完成」と

見なされる。 

スクラムチームは、チームにおいて独自の「完成」の定義を適用することも可能だが、イン

クリメントの「完成」の定義よりも緩い基準を適用してはいけない。  

最後に 

Nexusは無料であり、本ガイドで提供されるものである。スクラムフレームワークと同様に

、Nexusの役割・作成物・イベント・ルールは不変である。Nexusの一部だけを導入すること

も可能だが、それはNexusではない。 
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2015年から2018年にかけてのNexusガイドの変更

点 

1. Nexusガイドの説明を「大規模スクラム開発の外骨格」から「Nexusを使用した大規模

スクラムの公式ガイド：ゲームのルール」へ変更した。  

2. Nexusを「人々やモノの関係性やつながり」と定義した。  

3. 「Nexusのプロセスの流れ」では、個々のメンバーではなくチームに焦点を当てるよう

な言語に変更した。 > 

Nexusは複数のクロスファンクショナルなスクラムチームで構成されている。スクラム

チームは協力して、少なくともスプリントの終了までにリリース判断可能な統合イン

クリメントをデリバリーする。依存関係があるため、チームが最も適切なメンバーを

自己組織化的に選択してから、特定の作業を行うこともある。  

4. Nexus統合チームの役割を明確化した。  

a. Nexus統合チームは、Nexusのスクラムチームのメンバーで構成されることが多

い。この構成は、Nexusの個々のスクラムチームからボトムアップで情報を収集

することをサポートする。  

b. Nexus統合チームは統合作業を行なうものではない。統合作業は個々のスクラム

チームが行う。  

c. Nexus統合チームがNexusに含まれるスクラムチームのひとつであるという混乱

の原因となっていたので、Nexus統合チームがスクラムチームであるという定義

を削除した。  

5. 「Nexusのイベント」の「リファインメントを「Nexusスプリントプランニング」の直

前に移動した。  

a. リファインメントを2つのパートに分けないようにした。「見える化」ではなく

「透明性」や「透明化」の言葉を使うようにした。  

b. リファインメントから「ミーティング」を削除し、単に「リファインメント」

とした。   

c. リファインメントは必要に応じてスプリント全体で継続的に行うことを強調し

た。  

6. Nexusゴールは、Nexusスプリントプランニングの入力または出力として指定されてい

ないため変化する可能性がある。むしろNexusスプリントプランニングでプロダクトオ

ーナーが説明するゴールである。なお、同じ場所にいる必要性についての言葉を削除

した。  
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a. Nexusゴールは「Nexusスプリントゴール」に変更した。スクラムフレームワー

クとの整合性を保つために、新しい作成物の一覧から外した。  

b. 目次から削除した。  

7. Nexusデイリースクラムは、チームの依存関係に加えて、チーム同士の影響を見る機会

とした。  

a. Nexusデイリースクラムは、Nexusスプリントバックログを調整する唯一の機会

ではない。これは、Nexusスプリントバックログを調整して、作業やチーム間の

依存関係の理解を反映するために、チームが一緒に集まる最短の時間である。  

b. Nexusデイリースクラムは、Nexusの開発チームがNexusスプリントゴールの進捗

状況を検査する機会である。  

8. Nexusスプリントレビューは「ショーアンドテル」の機会ではない（スクラムにおいて

も違う）。必要に応じてプロダクトバックログを適応する機会を示す言葉を追加した

。また、Nexusスプリントレビューのフィードバックの必要性について「Nexusのプロ

セスの流れ」で触れた。   

9. Nexusスプリントレトロスペクティブは、Nexusが自身について検査と適応をしながら

、次のスプリントのために改善計画を作成する公式の機会であるという説明を追加し

た。  

a. スクラムガイドのアップデートに合わせて、Nexusスプリントレトロスペクティ

ブもNexusの継続的改善のために存在するものとした。  

10. 統合インクリメントは統合作業「現在」の状況を示すものとした。  

11. 「完成」の定義では、統合インクリメントが「統合されている」必要があることを明

示した。  

12. 「作成物の透明性」から「ソフトウェアを開発するときには、技術的負債が許容不可

能になる前に、依存関係を検出および解消しなければいけない。許容不可能な技術的

負債かどうかは、結合するときにはじめてわかる。ただし、すべての依存関係が解消

されたかどうかは不明のままだ。」という文を削除し、「技術的負債がNexusにとって

許容できなくなる前に依存関係を発見して解消できるように、ソフトウェアを構築し

なければいけない。」を追加した。  

13. ソフトウェアのプラクティスに関する段落を削除した。重要かつ関連性は高いものの

、このトピックについては価値を追加できるように精査する必要がある。  

14. クリエイティブコモンズを追加した。 


